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平
戸
桜
木
道
路
の
南
側
、

住
吉
神
社
に
庚
申
塔
、
猿

田
彦
、
御
嶽
神
社
、
不
動

明
王
の
四
つ
の
石
碑
が
祀

ら
れ
て
い
る
。

住
吉
神
社
は
元
は
浄
蓮

寺
朱
印
地
に
あ
っ
た
。
明

治
の
廃
仏
毀
釈
で
分
離
。

こ
れ
ら
の
石
碑
も
、
激
動

の
時
代
を
く
ぐ
り
抜
け
た

ら
し
い
。
右
端
の
庚
申
塔

は
地
中
に
埋
め
ら
れ
て
い

た
そ
う
だ
。

こ
の
庚
申
塔
に
は｢

見

ざ
る
、
聞
か
ざ
る
、
言
わ

ざ
る｣

が
見
え
る
。

隣
の
猿
田
彦
大
神
で
は

｢

聞
か
ざ
る
、
見
ざ
る
、

言
わ
ざ
る｣

の
順
に
な
っ

て
い
る
。

｢

江
戸
名
所
図
会｣

に
住

吉
神
社
は｢

山
上
に
あ
り｣

と
あ
る
そ
う
だ
。
山
の
上

に
あ
っ
た
の
で
石
碑
で

｢

御
嶽
神
社｣

と
し
た
の
か

も
知
れ
な
い
。

左
端
は
不
動
明
王
。
こ

れ
は
仏
教
の
も
の
。
神
社

の
歴
史
を
語
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。

住
吉
神
社
の
庚
申
塔

横
浜
市
南
区
井
土
ヶ
谷
上
町

二
〇
一
八
年
二
月

｢

働
き
方
改
革｣

、
安
倍

首
相
の
言
葉
は
耳
に
心
地

良
い
。
誰
も
が｢

残
業
か

ら
解
放
さ
れ
、
楽
に
な
る

に
違
い
な
い｣

と
思
う
。

し
か
し
、
そ
う
だ
ろ
う

か
？｢

裁
量
労
働
の
範
囲

を
拡
大
す
る｣
こ
と
が
働

き
方
改
革
だ
と
・
・
・

裁
量
労
働
と
は

｢

労
働
時
間
で
は
な
く

て
成
果
で
評
価
す
る
。
成

果
を
上
げ
れ
ば
短
い
労
働

時
間
で
も
早
く
帰
れ
る｣

と
い
う
。
一
月
末
、
国
会

で
安
倍
首
相
は｢

裁
量
労

働
の
方
が
一
般
労
働
者
よ

り
労
働
時
間
は
短
い｣

と

答
弁
。
し
か
し
、
二
月
二

四
日
、
安
倍
首
相
は
こ
の

答
弁
を
撤
回
。

安
倍
首
相
が
比
較
対
象

と
し
た
一
般
労
働
者
の
デ
ー

タ
に
は
一
日
二
三
時
間
働

く
と
い
う
考
え
ら
れ
な
い

デ
ー
タ
が
含
ま
れ
て
い
た
。

実
際
、｢

労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構｣

の
調
査
で
は
、

一
般
労
働
者
の
一
ヶ
月

の
平
均
労
働
時
間
は
百
八

十
六
時
間
。

裁
量
労
働
制
の
人
は
二

百
三
時
間
だ
っ
た
。

何
の
為
の
裁
量
労
働
制
？

｢

労
働
時
間
で
は
な
く

て
成
果
で
評
価
す
る
。
成

果
が
上
が
れ
ば
早
く
帰
っ

て
も
良
い｣

と
云
う
な
ら

新
し
い
制
度
は
要
ら
な
い
。

社
長
が｢
良
く
や
っ
た
。

君
は
帰
っ
て
よ
し｣

と
云

え
ば
済
む
。

新
し
い
制
度
が
必
要
な

の
は
、
経
営
者
が
思
う
よ

う
な
成
果
が
上
が
ら
な
い

時
、
成
果
が
上
が
る
ま
で

働
か
せ
る
為
で
は
な
い
か
？

｢

労
働
時
間
で
評
価
し

な
い｣

か
ら
、
労
働
時
間

を
管
理
し
な
い
。
だ
か
ら

「
働
か
せ
す
ぎ
」
と
い
う

デ
ー
タ
も
出
な
く
な
る
。

残
業
代
支
払
い
義
務
か

ら
解
放
さ
れ
る
の
は
誰
だ
！

「働き方改革」で残業から解放される？？？

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


